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パラオ・コロールにおける日本委任統治期建築物の現存状況
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１．はじめに

本稿では，南洋庁が置かれて委任統治行政の中心地で

あった現在のパラオ共和国コロール州で，日本委任統治

期に建設された建物の現存状況を，現地調査に基づき報

告することを目的としている。1922（大正 11）年に設置

された南洋庁には地方行政のために７つの支庁が設けら

れていたが，コロールには本庁とパラオ支庁が置かれて

いた1）。なお，当時の用語や呼称をそのまま用いた。

２．調査の概要

現地での調査は，2001 年７月 12 日～14 日，2002 年７

月 12 日～24 日，2003 年８月 17 日～27 日の三次に亘って

行った。現地では，車や徒歩による踏査，現地の関係機

関での聞き取り調査と資料収集，現地在住の当時を知る

人々への聞き取り調査などを行い，一部の建物について

は実測調査を行った。

図は，1983 年現在の地図2）を基に，1938（昭和 13）年

現在の復元地図3）と戦前期にアメリカ側によって作成され

た地図4）を重ね合わせ，さらに現地調査結果と日本委任統

治期の街並みなどが写された数多くの写真などを用いて

作成した。ただし，地図は未だ完全なものではない。

３．現存している建築物

2003 年８月現在で現存が確認された日本委任統治期の

建物のうち，比較的規模が大きく，かつ実測調査を行う

ことができた５件について，概要を述べる。

（１）南洋庁パラオ支庁（後の西部支庁）庁舎

現在は，Palau Supreme Court として使用されているこの

建物は，1938（昭和 13）年頃から 1939（昭和 14）年頃

に建てられたと考えられる5）。RC 造の一部地下１階地上

２階である。設計者は不明だが，当時，南洋庁土木課内

の建築行政や設計などを主導していたと考えられる山下

弥三郎6）である可能性が高い。なお，南洋ホテルの車寄せ

（現存）とこの建物の車寄せはデザインが類似している。

（２）南洋庁パラオ医院本館

現在は，Palau Community Collage の Main Office として

使用されているこの建物は，1931（昭和６）年ないし

1932（昭和７）年頃に建てられたと推測される7），8）。RC

造平屋建てであるが，戦後一時，一部２階建てとして使

用されていた。設計者は不明であるが，同じ南洋庁のト

ラック医院とデザインが類似している。なお，2004 年に

計画されているコロールからの首都移転後の取扱いは，

2003 年８月現在は不明であった。

（３）南洋庁観測所

現 在 は， 東 西 の ２ 階部 分 を 増 築 して Belau National

Museum として使われているが，2003 年８月現在，新館

が建設中であり，その後は保存を目指すとのことであっ

た。1929（昭和４）年７月に，この建物の中央部分と１

階東側部分が増築された9）。設計者は不明である。

（４）南洋庁気象台

現在は，社会文化省の幾つかの部局が使用しているこ

の建物は，1938（昭和 13）年に気象台を創設した以降に

建設された。設計者は，前述の山下の可能性が高い。な

お，２階部分は戦後建て直したのものである。

（５）電信所の発電室

委任統治期の用途は，電信所の発電室と推測される10）。

建設時期は 1937（昭和 12）年以前である11）。現在は，当

時の姿を留めないほどに増築されて国会議事堂として使

用されているが，首都移転後の取扱いは不明であった。

４．さいごに

南洋群島における日本委任統治期の建築物に関する調

査や研究は，未だ不明な点が多い。今後，鋭意，研究を

進めていきたい。
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